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せます。

ジあ』と違い、接着樹脂の過剰

護・スピゐディに施工ができます。

【用 途】 設備耐震などの用途に幅広く対応。

●コンベアなど振動機械固定 ●大型機械据付け ●振動設備機器据付け ●トンネル工事全般

●高速道路、鉄道の落下防止材取付け ●看板取付け ●防舷材取付け など
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【施工方法】…標準施工は.電 動工具での打込みです。

輩F
磯 瀞・論

塩誰

轟 麟

3

ー

繍譜審

鶴
レ

ユルミ防止用ナットを

標準でセットしています。

灘

1.穿 孔

指定の径 のコンクリー ト用

ドリルに穿孔深 さをマーキ

ングし、穿孔する。

下孔深さはドリルのチップの

肩から測る

カラービニールテープてマーキンク

2.孔 内清掃

ダストポンプなどで切粉を排

出し、ナイロンブラシで孔壁

を清掃する。これを2～3回

繰返す。

金属製のワイヤーブラシは

孔径を広けてしまうので使用
しないでください。

水孔では水を除去してください。

固着強度が低下する場合が
あります。

3.金 属 ア ンカー に

マーキ ング

下孔に金属アンカーを挿入

し、付属のマーキングツール

(オレンジ色の樹脂製)を 使

用し、マーキングする。

取付け機材の上から施工する

場合は、機材をセットした状態

でマーキングしてください。

4.打 股

接着系アンカーのガラス管を

下孔に挿入し、金属アンカー

には付属のストッパーを付

ける。

電動工具に専用の打込み棒

をセットし打設する。

5.固 定ノ養 生

打込み後、ストッパーを外 し

て締付ければ施工完了。

ナット締付けトルクは、本力タ
ログの「金属アンカー仕様表」

に記載した値を超えないで

下さい。

最大荷重を発揮するには、樹脂
の硬化・養生が必要です。

・蜘 ●プラグセンターピン方式

講 粉砕されたガラス片は、金属系アンカーの打設時に障害物

麟 となり、不要なすき間が生まれたり、打込み角度がずれた

りする恐れがあります。そこで、プラグセンターピン方式を

嬉 採用。穿孔に対してまっすぐに、しかも最深部まで確実な
心脇 凄 打設を可能にしました・

専用打込み棒・適合表
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SDS軸 用

「打撃」のみで施工してください。
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■金属系アンカー 仕様表

スチ_ル 製Wtype 単位(mm) 単位(N・m) 単位(kN) 入数(本)

品 番 ネジの呼び 全長 最大取付け厚 下穴径 穿孔長 ナット鮒 けトルク 最大引 張強度FC=21N/mm2 小箱 大箱

W-1080

M10

80 12

10.5 60 18 24.0 50 150
W-1090 90 22

W-1010 100 32

W-1012 120 52

W-1290

M12

90 9

12.7 70 32 34.6 20 80
W-1210 100 19

W-1212 120 39

W-1215 150 69

W-1611

M16

110 7

17.0 90 80 65.5 20 60W-1612 120 17

W-1613 130 27

ステル 膿SWtype 単位(mm) 単位(N・m) 単位(kN) 入数(本)

品 番 、 ネジの呼び 全長 最大取付け厚 下穴径 穿孔長 ナット締付けトルク
最大引 張強度
FC=21N/mm2 小箱 大箱

SW-1080

M10

80 12

10.5 60 18 23.8 50 150SW-1090 90 22

SW・1010 100 32

SW-1290

M12

90 9

12.7 70 32 35.9 20 80SW-1210 100 19

SW-1212 120 39

SW-1611

M16

110 7

17.0 90 80 68.0 20 60SW-1612 120 17

SW-1613 130 27

最大引張強度は当社の実験値であり、平均値です。性能を保証するものではありません。
短期許容引張荷重は最大引張強度の20%程 度でお考えください。

■接着系アンカー・CAアンカー醒 蕪墨 。1翫雇蓬) 硬化・養生時間の目安職
仕 様 表 単位(mm)単 位(cc) 温 度(℃) ・5 0 5 10 15 20 25 30

品 番 外径 全長 容量 硬化時間(分) 360 180 120 70 45 30 25 20

CA・10 8.0 65 2.4 ●施工後、樹脂の硬化時間は温度によって異なります。
上表を目安にして下さい。-5℃未満の環境では使用しないで下さい。

●コンクリート(母材)温度か樹脂ガラスカプセル温度のいつれか低い方を目安にして下さい。
●硬化時間は最大強度の80%程 度の強度を発揮するまでの目安の時間です。

CA-12 10.5 65 4.2

CA-16 13.O 100 10.3

接着系アンカー(CAア ンカー)取 扱いについて

ご使用前に必ず、本力タログ、取扱い上の注意事項、MSDSを 入手し、すべての安全注意を理解するまで取り扱わないでください。

■安全対策

○使用前に本力タログ及び取扱い上の注意事項を読み理解するまで取り扱わないこと。

○屋外または換気の良い場所で使用すること。

○作業着、安全靴、ヘルメット、保護手袋、保護眼鏡、防塵マスク等の保護具を着用すること。

■救急措置

○火災の場合、適切な消火剤を使用すること。

○皮膚についた場合、多量の水と石鹸で洗うこと。皮膚刺激が生じた場合は医師の診断・

手当てを受けること。

○吸入した場合、新鮮な空気のある場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

気分が悪いときは医師の診断・手当てを受けること。

○眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトを着用していて容易に外せる

場合には外すこと。その後も洗浄を続けること。眼の刺激が続く場合は、医師の診断・

手当てを受けること。

■保管

○直射日光を避け、換気の良い冷所で保管すること。それ以外に保管すると使用期限

以内でも使用できなくなる事があります。

■廃棄

○カプセルを廃棄する場合は、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に

業務委託すること。

■その他の注意事項

○カプセルには高温になると急速に分解 し、破裂する恐れのあるものが含まれている

ので、火の中に投げ込んだり高温物に近づけないこと。(例えば、バーナーの火花や

溶断直後のボルトなど)

○カプセルを切断・分解したり、内容物を取り出して使用しないこと。

○作業中でも、カプセルに直射日光をあてないこと。屋外作業の場合では、ケースごと

日陰におき数本ずつケースから取り出して使用すること。

○使用期限を過ぎたものは使用しないこと。また、使用期限内でもカプセル中の樹脂に

流動性がなくなったものは使用しないこと。

○本製品はタイシンアンカー専用のカプセルであり、カプセル単体での使用はしないこと。

○基準穿孔径、穿孔長を厳守すること。

○孔内清掃を必ず行うこと。

○施工の際は、液飛散及び液もれ防止のため必ずストッパーを使用すること。

○孔内に無理に押し込むとガラスが割れるので注意すること。

○施工後の樹脂にはガラスの破片を含むため、手・指等を切らないよう、十分注意レ 素手
で触れないこと。

「本カタログ」並びに「取扱い上の注意事項」「MSDS」 を遵守せずに発生した損害については、当社は一切責任を負いかねます。

@旭 産商株式会社
ASAHlSS

本 社/東 京都江戸川区西一之江2-3-22

城北営業所/埼 玉県川 口市江戸2-1-1

千葉営業所/千 葉市若葉 区貝塚町568-2

城南営業所/東 京都品川 区東品川3-22-18

パ レドール東品川1階

電 話:03-3654-3911

電 話:048-282-2233

電 話:043-214-3666

電 話:03-3472-7581
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